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1896(明治29) 3 月30日 英国自治領カナダ、ノヴァスコシア州ニューグラスゴーで、
アーサー・リーとメアリーの 7 人の子供の第 1 子として生まれる。













1915(大正 4 ) 9 月 英国グロスター州の Cheltenham Ladies’ College(1853年創立)に入
学。フランス語・論理学・哲学などを学ぶ。在学中は St Margaret’s,
St Clare, Bunwell の 3 学寮に入った。第一次世界大戦中は、学寮の舎監
助手として働いた。
1920(大正 9 ) 12月 Cheltenham Ladies’ College でロンドン大学学外学位制度による試
験を受け、文学士の学位を取得。
1921(大正10) 最終年度は、College内に設置された聖ヒルダ師範学校で学ぶ。
7 月 Cheltenham Ladies’ College卒業。トロントの Havergal College で
教職に就く。
1926(昭和 1 ) CMS の宣教師として日本での職を求めたが、ポストがなかった。
1927(昭和 2 ) Havergal College退職。
4 月 SPG から教育宣教師として日本に派遣され、松蔭高等女学校
に着任。英語科中等教員免許状(文部省38372号)。住所は学校内の西
洋館(宣教師館)。神戸市中山手通 6 丁目91番地(当時)
1929(昭和 4 ) 12月 松蔭高等女学校、現校地青谷へ移転。校地内の在日本 SPG宣
教師社団の外国人教師館に住む。住所は神戸市灘区青谷町 3 丁目、松
蔭高等女学校内。
1931(昭和 6 ) 6 月 財団法人私立松蔭高等女学校の理事(会計)に選定され、宣教師
会議推薦による評議員となる。
1932(昭和 7 ) 4 月 6 日 公暇帰国(～1933ｻ3ｻ18)
1937(昭和12) 4 月 公暇帰国(～1938ｻ3下旬)
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12月 9 日 ミス・リー、評議員に選定されず。
1942(昭和17) 7 月31日 日英交換船に乗るために横浜へ向かう英国人の列車を見送
る。カナダ生まれという理由でミス・リーは乗船できず涙を㚌む。
( 2 回目の日英交換船は実施されていない。)
































1949(昭和24) 9 月 松蔭短期大学設置認可申請書提出。ミス・リーは、帰英中、開
学までには帰任する予定、英文科専任教授、担当学科目は聖書文学、
英語、英文印字、採用予定、昭和26年 4 月として届けられている。
1950(昭和25) 3 月15日 松蔭短期大学認可。
4 月 松蔭女子専門学校廃止。
4 月 1 日 松蔭短期大学開学。初代学長はアーサー・リー主教。短大
校地2300坪の土地代は、リー主教がアメリカで呼びかけた⽛一坪募
金⽜によって充当された。
1951(昭和26) 3 月10日 アーサー・リー主教、健康上の理由で短期大学学長を辞任。
ミス・リー、第 2 代学長となる。ミス・リー、⽝WINDOWON JAPAN⽞
を英国 SPG から出版。
1962(昭和37) ミス・リー、松蔭短期大学学長を辞任。名誉学長となる。
1966(昭和41) 4 月 松蔭女子学院大学開学。ミス・リー、専任教授に就任。
5 月 短期大学名簿のミス・リー自宅住所 神戸市生田区山本通 2 丁
目21。
1967(昭和42) 5 月 短期大学名簿のミス・リー自宅住所 神戸市葺合区野崎通 8 丁
目20。
11月 3 日 教育功労者として、兵庫県文化賞を受賞。(ミス・リーの
ような外国人にあっては⽛兵庫県国際文化賞⽜と称した)
1969(昭和44) 明治百年祭にあたり、日本政府より勲四等瑞宝章を受章。












1974(昭和49) 3 月25日 『キリスト教論集第10号⽞(桃山学院大学発行)に八代崇翻
刻⽛Fascinated by Japan : War-time Memoirs of Leonora Edith Lea, edited
with a Biographical note⽜掲載。
1975(昭和50) 3 月25日 『キリスト教論集第11号⽞(桃山学院大学発行)に八代崇翻
刻⽛Fascinated by Japan : War-time Memoirs of Leonora Edith Lea, edited
with a Biographical note⽜掲載。

























⑱ ⽝兵庫県文化賞受賞者名鑑⽞ (兵庫県文化賞受賞者懇話会 1982ｻ3ｻ31発行)
⑲ Cheltenham Ladies’ College Archivist からの調査報告 2016ｻ7
⑳ ⽝松蔭女子学院史料 第九集⽞⽛レオノラ・エディス・リー文書⽜ (2016ｻ9ｻ22発
行)
〈作成 吉村厚子 ⽝松蔭女子学院史料 第九集⽞所収の年譜に加筆修正(イタリック
部分)〉
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2011(平成23) 10月 3 日 聖ミカエル国際学校主催⽛ミス・リー逝去40年追悼ディ
ナー⽜(於 Kobe Club)。
2016(平成28) 9 月22日 『松蔭女子学院史料 第九集 ⽛ミス・リー文書⽜⽞刊行。
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